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　1.環境経営方針

≪経営理念≫

　今後は、地元である南会津地方を拠点に地域/環境貢献を目指すとともに、同じUNICON HDグル

≪環境経営理念≫

　地球環境と地域環境の保全は、事業の重要課題であることを認識し、総合建設事業と、産業廃棄物の

再資源化事業を通して、循環型社会形成及び気候変動対応に向けた取り組みが当社の役割です。
　地域社会と環境の共存を基本に、環境マネジメントシステムと全員活動による環境パフォーマンスの

継続的改善を図ります。

≪環境指針≫

1.電力の省エネルギー活動によって、二酸化炭素排出量の削減を行います。

２.運搬及び移動に伴い使用する化石燃料の削減を行います。

３．解体により発生した排出物は、適正に分別しリサイクル致します。

７.社内外のグリーン化に積極的に取り組み地域の環境保護を推進します。

８.地域の環境整備活動に積極的に参加し、社会貢献を行います。

９.環境に関する法規制及び、当社が同意したステークホルダーからの要求事項を順守いたします。

１０．この環境経営方針は、公開すると共に、全従業員へ周知致します。

制定　2023年　6　月　14　日

改定　2023年　10月　31　日　

南総建株式会社

　　代表取締役　目黒　良樹

４.先端技術を活用した建設廃棄物の再生資源化に取り組み、資源の有効活用を進めます。

５.車両洗浄の見直しにより、水使用量の削減を行います。

６.国立公園の環境保全の為に、関係団体と連携を密にし、森林整備、水資源を守る活動を推進します。

境保全に誠心誠意を持って作業に従事して参りました。

ープの一員である山和建設や小野中村、南会西部に対しても惜しみなく技術を提供し、UNICON HD

グループの更なる発展に貢献していきたいと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

環境経営方針

　創業より、南会津地方で様々なインフラ整備に携わり『多くの実績』と『地域の皆様からの信頼』を賜

って参りました。また、尾瀬国立公園の各種メンテナンス業務では国際的にも注目度の高い湿原の環
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　２－１）会社沿革

2014.4月 （株）星組・大富土建工業・福南建設（株）の三社が合併し南総建株式会社設立

9月

2015.1月

7月

2016.3月

2017.4月

2018.7月

2021.2月

2022.8月

2023.1月

1）

2） 対象事業活動

　■総合建設業、産業廃棄物収集運搬・中間処理業、生コン・アスファルト製造・販売業

３）

　　　■　使用車両削減　　■　使用方法等の検討　　■　アイドリングストップ等の徹底

　■地域貢献、グリーン化推進活動

　　　■　地域クリーン化活動　　■　社内外のグリーン化の促進　　

　■エネルギー使用量抑制

　　　■　利用方法の検討・実施　　■　再生エネルギー使用の推進　　

　■環境保全

　　　■　産業廃棄物の排出抑制　　■　廃棄物処理の有効処理　　

取組みの対象組織

　■南総建　株式会社　（田島営業所・建材部含む）

取組の概要

　■地球温暖化緩和活動　二酸化炭素排出削減

エンデバー・ユナイテッド株式会社との資本業務提携

UNICONホールディングスグループとの合併

　２－2）対象範囲

　　　認証・登録範囲（全組織・全活動）

尾瀬　山小屋の物資運搬業務

関東森林管理局長賞受賞

空撮・測量用UAV（ドローン）導入

UAVによるレーザスキャナ計測及び空撮業務開始

新尾瀬沼ビジターセンター新築工事

 2.南総建株式会社の概要

福島県優良建設工事表彰

南郷小学校耐震工事

黒谷河川災害復旧工事
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１）

２）

　■代表取締役　目黒　良樹

3) 資本金

　■2,000万円

4) 建設業許可番号

　■福島県知事　（特-4）第6043号

　　　２－５）事業規模

　■本社・田島営業所・建材部の合計数表記

　■季節従業員は含まない

職員数　　　　（人） 89

　■　売上高と職員数　『2022年度　　2022年7月1日～2023年6月30日』

2022年度

売上高　　　　（万円） 193,825

　２－４）事業概要

　２－3）会社概要

事業所名及び代表者名

　■　南総建株式会社

設立

　■201４年
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☎　0241-72-2516　Fax　0241-72-2512

☎　0241-62-4124　Fax　0241-62-4125

☎　0241-７３-２１３１　Fax　0241-７３-２４５４

　２－７）環境管理責任者

佐藤　裕喜

TEL

FAX

Mail：yuki.sato@unicon-holdings.co.jp

0241-72-2516

0241-72-2512

　　２－６）所在地（連絡先）

■　南総建株式会社　　

住所：　〒967-0611　　福島県南会津郡南会津町山口字堀田791番地

■　田島営業所　　

住所：　〒967-0611　　福島県南会津郡南会津町和泉田字大中島4947-1

住所：　〒967-0002　　福島県南会津郡南会津町田部字下原206-6番地

■　建材部　　
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３－１） 産業廃棄物処分業許可の内容

３－２）

３－３）

収集運搬業 中間処理業

排出者→ 収集運搬→ 処理場→ 受入→ 破砕→ 選別・リサイクル処理

３－４）

３－５）

３－６）

　　　（2）　処理後の産業廃棄物の処分量

　　　　　再生骨材排出量＝９,321ｔ（売却）

　　　　　金属くず＝５ｔ（再生品）

収集運搬車両

　（1）大型ダンプ　９台　　（２）4ｔダンプ　３台　　（３）2ｔダンプ　３台　（４）５ｔユニック　１台　（５）４ｔユニック　２台

処理実績

　　　（1）　がれき類

　　　　　年間処理量＝9,32６ｔ

処理・工程図

クラッシュ処理→

施設状況

　（1）がれき類破砕施設　　　　　　1000㎡

　　　新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）

　　　以上６種類

　（3）積替え許可の有無

　　　　　無

ー事業計画概要ー

　（1）事業の区分

　　　　収集運搬（積替え及び保管行為を含まない。）

　（2）産業廃棄物の種類

　　　　①紙くず②木くず③繊維くず④金属くず⑤ガラスくず、コンクリートくず（工作物の

産業廃棄物収集運搬業許可の内容

許可番号：　第００708117193号（福島県南会津地方振興局長）

許可年月日：平成３１年４月２１日

許可の有効年月日：令和6年4月２0日

　　　　特別管理産業廃棄物であるものを除く。）以上１種類

　（3）処理能力

　　　　４００t／日　　　50ｔ/時間

　（4）処理場所

　　　　福島県南会津郡南会津町和泉田字大中島　4947-1　外6筆

ー事業計画概要ー

　（1）事業の区分

　　　　　中間処理（破砕）

　（2）産業廃棄物の種類

　　　　　がれき類（廃アスファルト及び廃コンクリートに限り、石綿含有産業廃棄物及び

　3.組織の概要（産業廃棄物処理の概要）

許可番号：　第００７２０１１７１９３号（福島県知事）

許可年月日：令和５年３月２２日

許可の有効年月日：令和１０年３月２１日

リサイクル率１００％
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　4.実施体制

制定

改定

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・経営における課題とチャンスの整理

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・実施体制を構築し環境管理責任者を任命

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営システムの構築、実施、管理及びEA21推進委員会　委員長

・環境関連法規等の取りまとめ表及び順守評価の承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・訓練の企画・実施
EA21推進委員会 ・環境経営目標、環境経営計画及びその進捗確認や課題について審議

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規等取りまとめ表の作成、,最新版管理及び順守評価の実施

・環境経営活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・訓練記録の作成

・EA21推進委員会委員

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

環境管理

責任者

事務局

部門責任者

従業員

2023年06月14日

2023年12月20日

目黒　良樹

役割・責任・権限

代表者

（代行者：代表者不

在時に対応する）

代表者 代表取締役：目黒 良樹

代行者 取締役：星 拓朗

本社

酒井 善一

事務局

髙野 知志

田島営業所

五十嵐 寛和

建材部

五十嵐 英弘

工事G

本名 俊之

環境管理責任者

佐藤 裕喜

■産業廃棄物処理責任者

：星 拓朗

■技術管理者：星 拓郎

■特別管理産業廃棄物管理責任者

：佐藤 裕喜

■産業廃棄物管理責任者

・本社：酒井 善一

・田島営業所：五十嵐 寛和

・建材部：湯田 修

・工事G：本名 俊之

EA21推進委員会
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　5.環境経営目標（次年度目標含む）
作成

改訂

≪2023年度及び中長期環境経営目標≫

基準年

2022年度 単位 2023年度 2024年度 2025年度

二酸化炭素排出量 1,311 ｔ 1,298 1,285 1,272
　電力使用量 961,987 kWh 952,367 942,747 933,127
ガソリン使用量 40,919 ℓ 40,510 40,101 39,692
軽油使用量★ 172,165 ℓ 170,444 168,722 167,000
灯油使用量 6,729 ℓ 6,662 6,594 6,527
LPG使用量 62 kg 61 60 60
A重油 112,000 ℓ 110,880 109,760 108,640
廃棄物の排出量 4,606 ｔ 4,560 4,514 4,468
　一般廃棄物　 0 ｔ データ取り
　産業廃棄物 4,606 ｔ 4,560 4,514 4,468

4,424 ｔ 4,380 4,336 4,291

96.05 ％ 96.5 97 97.5
搬入がれき類 9,326 ｔ☆ 9,419 9,513 9,606
コンクリート（無筋） 1,034 ｔ☆ 1,044 1,055 1,065
コンクリート（鉄筋） 2,471 ｔ☆ 2,496 2,520 2,545
アスファルト 5,821 ｔ☆ 5,879 5,937 5,996
再生骨材（製品）■ 9,321 ｔ☆ 9,414 9,507 9,601
骨材リサイクル率■ 99.946 ％ 99.90 99.90 99.90
水使用量の削減 824 ㎥ 816 808 799
化学物質の適正管理 －

≪2022年度環境負荷実績≫
実績値 単位

二酸化炭素排出量 1,311 ｔ 1,311 比率

　電力使用量 961,987 kWh 電力 452 34.4%
ガソリン使用量 40,919 ℓ ガソリン 95 7.2%
軽油使用量★ 172,165 ℓ 軽油 444 33.9%
灯油使用量 6,729 ℓ 灯油 17 1.3%
LPG使用量 62 kg LPG 0 0.01%
A重油 112,000 ℓ A重油 304 23.2%
廃棄物の排出量 4,606 ｔ

　一般廃棄物　 0.00 ｔ 売上高 1,938 百万円

　産業廃棄物 4,606 ｔ ※電力の二酸化炭素排出係数は、令和３年度調整後

4,424 ｔ 実績　東北電力（株）の0.488kg-CO2/kWh及び

96.05 ％ auエネルギー＆ライフ（株）旧KDDI（株）

搬入がれき類 9,326 ｔ の0.468kg-CO2/kWhを使用。

コンクリート（無筋） 1,034 ｔ ※一般廃棄物は、2023年度はデータ取期間とする。

コンクリート（鉄筋） 2,471 ｔ ※★印は、工事現場のエネルギー使用量

アスファルト 5,821 ｔ ※化学物質は、A重油、軽油、灯油は燃焼のため、

再生骨材（製品） 9,321 ｔ また、タンカルは製品となるため削減目標としない。

骨材リサイクル率 99.946 ％ ※☆印は、増加目標

水使用量の削減 824 ㎥ ※■印は、受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における

PRTR対象物質排出 0 ｔ 環境配慮項目。但し、コンクリートに含む鉄筋は販売し

ないので除外し、骨材リサイクル率99.9％を維持する。

※▣印は、自ら施工した工事等に関する環境改善項目。

2023年度比削減

負荷項目 CO2排出量（ｔ）
二酸化炭素合計

・本社

・田島

　営業所

・建材部

・工事G

SDS整備・ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ・適正管理

建設廃棄物リサイクル量▣

建設廃棄物リサイクル率▣

建設廃棄物リサイクル量

建設廃棄物リサイクル率

2023年7月17日

中長期目標（基準年比毎年１％削減）

目標項目

2023年11月25日
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　　　　作成

評価

≪2023年度及び環境経営計画≫

責任者 日程
7～9月実

績・評価
次年度計画

蛍光灯及び水銀灯のLED化検討 酒井（昭博） 5月 ○ 継続

不使用照明の間引き 酒井（昭博） 4月 ○ 継続

人感センサー導入検討 酒井（昭博） 5月 ⦿ 継続

不要家電の処理 酒井（昭博） 4月 ○ 継続

設備インバータ化の検討 酒井（昭博） 3月 ○ 継続

窓の遮熱フィルム・遮熱塗装 佐藤 4月 ○ 継続

エアコン更新（建材部） 髙野 ５月 ○ 継続

エアコンフィルター清掃　２回/年 各部長 5月・11月 ⦿ 継続

自動販売機の入れ替え要請（4台） 各部長 1月 ○ 完了

代替エネルギー導入検討 佐藤 4月 ○ 継続

エコドライブ教育 佐藤 8月 ◎ 継続

空気圧の点検（交換時） 斎藤蔵人 11月 ◎ 継続

車両の見直しと減車（３０％減） 佐藤 年間 ◎ 継続
A重油使用量 燃焼効率の向上（空気比改善等） 三瓶 11月 ◎ 継続

廃棄物排出場所の整備 本名 12月 ○ 継続

分別ルール掲示（排出場所掲示） 本名 12月 ○ 継続

建築排出物の分別・リサイクル 本名 年間 ◎ 継続

裏紙の使用ルール化 各部長 8月 ◎ 完了

マイカップ・ボトル携帯の啓発 各部長 ８月 ◎ 完了

節水啓発ステッカー掲示 佐藤 9月 ◎ 完了

バルブ絞り込み・節水コマ設置 佐藤 1月 ○ 第二段

洗浄シャワーノズルの導入検討 佐藤 1月 ○ 完了

プッシュバルブ流量対策（本社） 佐藤 1月 ○ 完了

SDS入手・台帳化 各部長 7月 ◎ 新規継続

化学物質リスクアセスメント 各部長 8月 ◎ 新規継続

管理手順化 各部長 7月 ◎ 継続

SDS掲示・管理 各部長 7月 ◎ 継続

緊急事態想定・手順化 各部長 7月 ◎ 訓練継続

生コンの品質維持目標管理 酒井（昭博） 毎月 ⦿ 継続

リサイクル事業のHP掲載 佐藤 4月 ○ 完了

再生材のエコアスファルト活用検討 佐藤 年間 ○ 継続

◎実施済　⦿計画通り継続実施中　○今後実施　●未実施

【７月～９月の評価】

　運用初年度３カ月間の取組は、計画した施策の内、体制整備に関する内容も含んでいたが、

予定通りに取組推進が出来た。残りの期間は、次年度の取組をイメージしながら推進をして

いきたいと思います。また、次年度は、全員活動になるように計画していきたいと思います。
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 6.環境経営計画（実績評価・次年度計画を含む）

管理項目 施策・取り組み内容

2023年7月17日

2023年10月31日
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　７.環境経営目標の実績・評価（第一四半期）
改訂

評価

≪2023年　第一四半期の進捗状況≫ ※基準年比毎年１％削減

2023年度

目標 単位 目標 実績 評価
二酸化炭素排出量 1,311 ｔ 328 204 ○達成
　電力使用量 961,987 kWh 240,497 137,023 ○達成
ガソリン使用量 40,919 ℓ 10,230 11,643 X遠隔地工事の為
軽油使用量★ 172,165 ℓ 43,041 28,503 ○達成
灯油使用量 6,729 ℓ 1,682 357 ○達成
LPG使用量 62 kg 15 13 ○達成
A重油 112,000 ℓ 28,000 14,000 ○達成
廃棄物の排出量 4,606 ｔ 1,152 375 ○達成
　一般廃棄物　 0 ｔ 0 0 －
　産業廃棄物 4,606 ｔ 1,152 375 ○達成

4,424 ｔ 1,105 368 ○達成
96.05 ％ 96.5 98.28 ○達成

搬入がれき類 9,326 ｔ☆ 2,332 345 未達成
コンクリート（無筋） 1,034 ｔ☆ 259 0 未達成
コンクリート（鉄筋） 2,471 ｔ☆ 618 0 未達成
アスファルト 5,821 ｔ☆ 1,455 345 未達成
再生骨材（製品）■ 9,321 ｔ☆ 2,330 332 未達成
骨材リサイクル率■ 99.90% ％ 99.90 99.90 ○達成
水使用量の削減 824 ㎥ 206 109 ○達成
化学物質の適正管理 －

≪2023年　第一四半期　環境負荷実績≫
実績値 単位

二酸化炭素排出量 204 ｔ 204 比率
　電力使用量 137,023 kWh 電力 64 31.6%
ガソリン使用量 11,643 ℓ ガソリン 27 13.3%
軽油使用量★ 28,503 ℓ 軽油 74 36.1%
灯油使用量 357 ℓ 灯油 1 0.4%
LPG使用量 13 kg LPG 0.04 0.02%
A重油 14,000 ℓ A重油 38 18.6%
廃棄物の排出量 374.65 ｔ
　一般廃棄物　 0.00 ｔ 売上高 401 百万円
　産業廃棄物 375 ｔ ※電力の二酸化炭素排出係数は、令和３年度調整後

368 ｔ 実績　東北電力（株）の0.488kg-CO2/kWh及び

98.28 ％ auエネルギー＆ライフ（株）旧KDDI（株）

搬入がれき類 345.40 ｔ☆ の0.468kg-CO2/kWhを使用。

コンクリート（無筋） 0.42 ｔ☆ ※一般廃棄物は、2023年度はデータ取期間とする。

コンクリート（鉄筋） 0.00 ｔ☆ ※★印は、工事現場のエネルギー使用量

アスファルト 344.98 ｔ☆ ※化学物質は、A重油、軽油、灯油は燃焼のため、

再生骨材（製品） 332 ｔ☆ また、タンカルは製品となるため削減目標としない。

骨材リサイクル率 96.152 ％ ※☆印は、増加目標

水使用量の削減 109 ㎥ ※■印は、受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における

PRTR対象物質排出 0 ｔ 環境配慮項目。但し、コンクリートに含む鉄筋は販売し

ないので除外し、骨材リサイクル率99.9％を維持する。

※▣印は、自ら施工した工事等に関する環境改善項目。

建設廃棄物リサイクル量

建設廃棄物リサイクル率

二酸化炭素合計

・本社

・田島

　営業所

・建材部

・工事G

2023年11月25日

2023年10月31日

第一四半期（７月～9月）

目標項目

負荷項目 CO2排出量（ｔ）

SDS整備・ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ・適正管理　○達成

　二酸化炭素排出量、電力、軽油、A重油については目標を達成しまし

たが、ガソリンについては、遠隔地工事等の為、未達成となっております。

　また、がれき類の再資源化量は、大型解体工事が終了した為未達成で

すが、年間の目標の達成に向けた、取り組みを推進いたします。

建設廃棄物リサイクル量▣

建設廃棄物リサイクル率▣
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　当社の環境関連法的要求事項は下記の通りですが、順守評価の結果、法規制

及びその他の要求事項につきまして、違反はありませんでした。

○は順守が確認できた項目

順守状況

○

○

○

南会津町は指定地域外（県条例が適用） 非該当

○

○

水質汚濁防止法 特定施設届出、油流出事故時の届出及び処置 ○

下水道法 使用時の届出 ○

大気汚染防止法 特定施設届出、ばい煙測定、記録、他 ○

フロン排出抑制法 第一種特定製品の簡易点検、漏洩報告 ○

PRTR法 第一種指定化学物質の排出１トン以上で報告 非該当

福島県化学物質適正管理指針管理物質100kg以上時に適正管理、報告 非該当

○

高圧ガス保安法 技術基準（転倒防止）の順守 ○

建設リサイクル法 ○

家電リサイクル法 ○

自動車リサイクル法 使用済車両の引渡し、再資源化料金の預託 ○

南会津町環境基本条例 環境の保全と創造に関する施策に協力 ○

　2022年7月から2023年9月までの間で、環境関連の法規制違反、訴訟、及び近隣からの

苦情はありませんでした。

分別解体、知事へ届出、再資源化、発注者へ書面で報

告、標識掲示、帳簿備え付け

長期使用による排出抑制、４品目のリサイクル料金を

支払い、指定引き取り場所へ運搬

福島県生活環境の保全に

関する条例
建設作業騒音規制での届出、指定施設届出、基準の順守

福島県振動防止対策指針 地域別振動基準の順守

消防法

会津若松地方広域市町村圏

整備組合火災予防条例

ダンプ給油取扱所、地下タンク、一般取扱所届出、指

定数量の１/５以上での届出・表示・防油堤設置（灯

油：少量危険物貯蔵取扱所）

 ９.違反、訴訟などの有無

廃棄物処理法

（収集運搬・処分）

収集運搬・処分業の許可、処理責任者の設置、帳簿の

備えと記録、処理施設設置許可、収集運搬者の表示、

技術管理者の設置、他

福島県廃棄物の処理の適正

化に関する条例
産業廃棄物管理責任者の設置、帳簿の備え

騒音規制法/振動規制法

 ８.環境関連法規などの順守状況

概要法規名 主な要求事項

廃棄物処理法（排出）
保管基準の順守、処理業者との委託契約、適正排出、

マニフェスト発行・保管・交付状況報告
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　エコアクション２１は２０２３年７月から運用を開始し、３カ月が経過した。

現在は導入と立ち上げの期間となっているので、まずは実施事項を理解し、取り組みが全員活動として

定着できるよう、現状での見直しを行いました。

見直し日　2023年10月31日

南総建株式会社

　　代表取締役　　目黒　良樹

【総合コメント】

・エコアクション２１の構築及び運用はスタートしたばかりであり、今後の運用で変更が必要なこ

とがあれば、迅速に改善をし、経営に資するマネジメントにして行きたいので、ひとりひとりが自分

の役割を認識し、全員で取り組んで頂きたい。

苦情

事故

緊急事態

・苦情は無かった。

・環境上の緊急事態の想定は出来て、手順

化が進み、初めて緊急対応訓練を行った。

訓練での気づき点は、手順に

反映し、精度を上げ、共有化

を図ること。

その他
・地域のクリーン作戦を行って、地域貢献

活動をすることが出来た。

毎年出来るように計画をして

頂きたい。

マネジメント

システム

・EA21構築を期に、手順が整備されてい

る。今後、課題が出てくればシステムの改

善を行う。

ー

順守状況

・法規制などの要求事項一覧は出来てい

る。初年度の順守が確認出来た。今後は、

仕組みで年間を通した順守管理を推進する

こと。

法順守のためには法規制要求

事項の理解が重要。職場の意

識と管理力を高めること。

環境経営計画

・計画は予定通りに進捗し、役割を持った

実施責任者の推進状況と課題を共有化出来

ている。

【変更の要否】

・変更は無い

実施体制
・EA21構築準備を通して、MSの運用に動

き出せている。

【変更の要否】

・11月１日より、事務局体制

を敷き、「実施体制」を改訂

する。

環境経営方針
・関係者への周知は、教育、掲示、個人

カードにて実施出来た。

【変更の要否】

・変更は無い

環境経営目標

・二酸化炭素排出量、電力、軽油、灯油、

LPG、A重油、廃棄物排出量、一般廃棄物、

産業廃棄物、リサイクル量、リサイクル

率、水使用量等が目標を達成している。但

し、再生骨材は、大型解体がなくなったた

め、増加が出来ていたい。

・関係者への周知は、教育、掲示、個人

カードにて実施出来た。

【変更の要否】

・変更は無い

 10.代表者による全体評価と見直し・指示

項目 評価結果 指示事項

前回の指示事項対応 ・今回が初めての見直しでした。 ー
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１）二酸化炭素排出量削減

月からの燃料消費量の下降が顕著に表れています。

をはかりCo2削減を推進していきます。

等への積極的な推奨を促したいと考えています。

　田島営業所では、太陽光発電を行い、事務所の照明、OA機器、空調などのエネルギーを、再生

可能エネルギーで賄っております。

田島営業所の太陽光発電施設（6kW）

ON/OFFでの消し忘れが削減された事と、LEDライトに随時入替える事により安定した

使用量の下降が確認されています。

人感センサー付きライト

（通路） （トイレ）       LEDライト（事務所内）

■　再生可能エネルギーの活用

1１.今までの取組と環境経営計画に基づく取組

■　全体の状況

　二酸化炭素排出量は、第一四半期目標に対して３８％を削減しました。

＊202３年７月～９月間　車輛削減台数　車輛6台　重機　0.7B/H　一台

■　照明の電気使用量削減

　目標に対して　8％削減実施

　人の多く出入りする場所やトイレ等に、人感センサー付きライトを多用したことにより、

　作業時の移動、待機時間等のアイドリングストップ及び使用台数の圧縮化が実施された

　所有台数がそのまま使用量に直結しているため、今後もより一層の車両使用時の効率化

　今後の課題として、再生エネルギー生産を多様化させ、自社のみではなく社員、関連会社
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■移動機器及び運行方法の見直し

　　　　　本年削減された車両

２）産業廃棄物の削減

■建設廃棄物のリサイクル化

車両ヤード 事務所兼品質管理室

して、無意味な車両保有を徹底的に減らして、過走行を減らし、低年式の車は廃車もしくは

中間処理状況

リースに切換え、Co2削減と共に会社のスリム化も同時に行いました。

廃車前の一時保管状況

　　　　　再生実績＝リサイクル率　100％

計算処理されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　CO2削減実績＝16％

　当社は、廃棄コンクリート、アスファルトの100％再生利用を目指しています

　　建材部にて、建設産業廃棄物のコンクリート、アスファルトの中間処理を行う事で、C02削減

と再生骨材として再利用を推進しています。削減C02量は処理量から算出し、別紙管理表内で

　使用車両の減車を行うために、移動時の乗合い乗車及び効率の良い施工を踏まえた

上で、再度見直しをはかり、段階的に車両数を削減しました。必要なものは必要な時に用意
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３）地域貢献・グリーン化推進活動

2023年７月28日の実施状況

木酢液を使用し、今後は当社

の自社ブランドの木酢液を

目標としています。

木酢液制作プラント

　■　地域貢献実施状況

　地域貢献の一環として、本社周辺のゴミ掃除を社員参加で実施しました。

　今後は、年間行事として予定に組込む事で、地域と一体化した活動を継続的に推進して

生産し、環境保護の強化を

行きます。　　

　■　グリーン化推進活動

　本社周辺の敷地内に植生を行い、段階的に緑化推進を図りました。

又、除草等にも天然由来の
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